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１．はじめに 

 これまで我々は、Cu2SnS3に少量の Ag を添加した(Cu,Ag)2SnS3(CATS)において、バンドギャッ

プの拡張及び Voc特性の向上を報告した 1)。また、近年、アルカリ金属添加を含む作製条件を検討

した 2)。しかし、実用化には、太陽電池特性を更に向上させる CATS 薄膜太陽電池の作製条件の

検討が必要である。今回、硫化温度の高温化を検討し、また高温硫化時の蒸着材料比について調

べたので報告する。 
 

２．実験方法 

 実験1では、Mo/SLG基板上にCu+Ag、NaF、Sn、KFを順に真空蒸着法により堆積し、積層プリ

カーサを作製した。次に、作製したプリカーサとS、Snを真空封入し、電気炉でT1℃で10分間硫化

を行い、CATS薄膜を作製した。この時、T1は550℃～600℃まで変化させた。また、T1=600℃の条

件ではプリカーサ作製時のSn比を変化させた。実験2では、硫化温度をさらに高温化するため、

Mo/EAGLE XG基板上に、Cu+Ag、Sn、NaFの順に堆積しプリカーサを作製した。この時、蒸着す

るNaF比を変化させた。作製したプリカーサとS、Snを真空封入し、電気炉でT2℃で10分間硫化を

行い、CATS薄膜を作製した。この時、T2は550℃～650℃まで変化させた。実験1及び2で作製した

薄膜を用いて太陽電池を作製した。 
 

３．結果 

 実験 1 及び 2 から、硫化温度を高温にす

ることで太陽電池特性が向上した。本研究

における高温硫化では、プリカーサ作製時

の Sn 比は(Cu+Ag)/Sn=0.55～0.56、NaF 比

は NaF/(Cu+Ag)=0.1、硫化温度 T2=650℃で

最も太陽電池特性が高くなった。上記条件

で作製した CATS 薄膜太陽電池において、

図 1 に示すように 300mV を超える Vocが

確認できた。他の特性は当日報告する。 
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図.1 CATS薄膜太陽電池の I-V特性 

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)9a-Z15-7 

© 2020年 応用物理学会 12-044 13.9


